


た外気温、暖冷房出力と COP の関係により、COP マトリッ

クスの作成を行う。測定結果から外気温 0.1℃、出力 0.1kW

毎に COP をマトリックス内にプロットし、測定結果が無い

条件は周囲の値から回帰式を求め、補間する。

2.5　年間暖冷房 COP の解析方法 : 表２に熱負荷計算の条

件、表３に各解析 case の概要を、図１に標準問題モデル

１階平面図を示す。対象地域は東京、新潟とし、気象デー

タは日本建築学会拡張アメダス気象データとする。対象モ

デルは日本建築学会熱負荷計算用標準問題モデルを用い、

熱負荷シミュレーションソフト TRNSYS により計 12case で

熱負荷計算を行う。算出した熱負荷と各時刻の外気温を測

定した COP マトリックスを照合することで、１時間毎に１

年間の暖冷房 COP を算出する。

3　解析結果

3.1　カタログスタディの解析結果 : 図２にエアコンの定

格能力と平均定格 COP※７の関係 (2013 年度モデル ) を示

す。暖冷房共に定格能力の上昇に伴い平均定格 COP は低下

する。暖冷房負荷の大きい部屋では、出力の大きなエアコ

ンを一台設置する場合と比較して、効率が良い定格出力の

小さい機種を複数台設置し、台数制御を行う方が省エネル

ギーとなる可能性がある。暖房定格では、両者の関係が暖

房定格能力 5.5kW 付近を境界として、傾きの異なる２つの

近似直線として回帰できる。２種類の圧縮機のみを用いて

室外機を作成し、エアコンの暖冷房能力の最大値、定格値

をインバータ制御により決定していると推察される。

3.2　COP マトリックス測定結果：図３に COP マトリック

ス ( 最大風量 ) を示す。冷房時では外気温が低い方が、暖

房時では外気温が高い方が COP が高い。又、どちらも出力

が高い方が COP が低い。これらの COP マトリックスを用い

て１時間毎に１年間の暖冷房 COP を算出する。

3.3　暖冷房 COP の解析結果：図４に年積算暖冷房負荷、

年積算消費電力量及び年平均暖冷房 COP( 東京、新潟 ) を

示す。シェルター性能毎に比較すると、暖冷房負荷が減少

するにつれて、COP が低下する。これは暖冷房負荷が少な

い場合、ON/OFF 運転※８の頻度が多くなるためと考えられ

る。更に、実験対象エアコンのカタログ APF は 4.9 である。

case2-1 の年平均暖冷房 COP は 3.7 程度、case2-2 では 3.6

程度となる。case2-1( 東京 ) ではカタログによる年積算

消費電力量は約 2600kWh であるが、COP マトリックスによ

る解析結果は約 3600kWh であり、実使用時では年間で約

1000kWh 多い。

4　まとめ 

①カタログスタディの結果、定格出力の小さな機種を複数

  台設置し、台数制御を行う方が省エネルギーとなる可能

  性がある。

②今回対象としたエアコンでは、冷房時では外気温が低

　い方が、暖房時では外気温が高い方が COP が高い。更

　にどちらも出力が低い方が COP が高い。

③ COP マトリックスによる年平均 COP はカタログ値よ

　り 1.2 程度低く、年積算消費電力量はカタログ APF  

  による算出結果より約 1000kWh 多い。

④部屋の大きさによってエアコンを選定する方法は、過大

　な能力のエアコンを選定することになり、問題である。

図２　エアコンの定格能力と平均定格 COP の関係
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(2013 年度モデル )
図４　年積算暖冷房負荷、年積算消費電力量
　　　及び年平均暖冷房 COP（東京、新潟）

※１　各主要メーカーの最上位機種の暖房定格出力 2.5kW、3.6kW、5.0kW の機種。
※２　大手家電量販店 (YD 社、KD 社、YC 社、BC 社 ) の web 公開価格の平均値 (2013/5/28 ～
　　　2013/7/22 に調査した値 )。
※３　Ｐ社、ME 社、MH 社、Ｈ社、Ｔ社、Ｄ社、Ｆ社、Ｓ社、Ｃ社の大手家電メーカー 9社。
※４　温度分解能：0.1℃、湿度分解能：0.1％、温度測定確度：０～ 35.0℃ ± 0.5℃、
　　　35.1 ～ 70.0℃ ± 1.0℃、湿度測定確度：測定温湿度によるが概ね±５～ 10％。
※５　予備実験により、吸込口風速と吹出風量の関係を測定することにより、吸込口風速か
　　　ら処理風量を算出する。
※６　測定間隔は１[s] とし、COP の算出には 1分間の平均値を用いる。
※７　調査対象の家電メーカーにおいて、定格能力毎に当該定格能力を有するエアコンの定
　　　格 COP を平均した値。
※８　暖冷房負荷３kW 以下の場合、エアコンは ON/OFF 運転を行うとする。その際の COP は
　　　外気温により変化し、ON/OFF 運転時の実験結果より冷房：外気温 32℃で COP2.3、　暖
　　　房：外気温 11℃で COP3.0 とする。
文１）赤林・坂口・佐藤・浅間　「家庭用エアコン COP 簡易測定法の開発研究」　日本建築学
　　　会技術報告集、2005 年　

図３　COP マトリックス (最大風量 )
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